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参

議

院

議

員

選

挙

参
議
院
議
員
の
制
院
が
で
き
て
か
ら
八
川
け
の
通
常
選

挙
が
7
月
7
日
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
な
ば
た
祭
り
な
ら
一
年
に
い
ち
ど
は
や
っ
て
き
ま
す

が
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
は
、一
二
年
に
一
川
し
か
行
な
わ

れ
な
い
市
-
嬰
な
選
挙
で
す
。

報!怠帯津魚

〈
投
襲
の
時
間
〉

役
民
所
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
、
午

前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
ひ
ら
い

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
松
倉
第
一
投

京
所
(
臼
倉
小
学
校
)

松
倉
第
二

投
京
所
(
古
脱
熊
分
校
)
は
、
午
前

7
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

43. 6. 1 

〈
投
票
で
き
る
人
〉

今
川
の
選
挙
で
投
必
で
き
る
人
は

す
で
に
永
久
選
挙
人
呂
併
に
営
録
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

と
と
し
の
6
バ
1
日
ま
で
に
尚
二
十

歳
に
述
し
、
引
き
続
き
三
か
月
以
上

魚
津
市
に
住
所
を
行
す
る
人
で
、
託

銀
印
し
山
を
6
月
1
U
ま
で
に
し
、

と
の
巾
し
出
が
泊
栴
者
と
決
定
さ

れ
、
6
刀
初
日
で
名
併
に
泊
加
校
録

、、，J

-f

，、、

さ
れ
た
人
も
選
挙
権
が
行
使
で
き
ま

す
J

。た
だ
し
白
併
に
な
針
さ
れ
て
い
て

も
、
叩
山
川
砧
お
で
あ
っ
た
り
、
公
民
権

が
作
止
中
の
人
は
投
裂
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
他
市
町
村
か
ら
当
市
に

転
入
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
当
市
の
選

挙
人
名
簿
に
唯
録
さ
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
前
の
住
所
地
で
投
京
で
き
ま

す
。
ま
た
、
当
山
か
ら
他
市
町
村
へ

い
似
川
さ
れ
た
人
で
、
ま
だ
転
出
先
で

名
簿
に
孜
録
さ
れ
て
い
な
い
場
人
口

は
、
当
市
で
投
決
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。〈

市
内
聞
の
住
所
異
動
〉

乙
と
し
の
5
月
7
口
ま
で
に
、
市

内
聞
で
住
所
を
移
し
、
市
民
課
へ
正

式
の
聞
け
山
さ
れ
た
人
の
場
合
は
、

以
川
と
し
て
新
し
い
住
所
地
で
投
架

す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
正
式
の
手

続
き
を
し
な
い
で
住
所
を
移
さ
れ
て

も
、
名
簿
の
即
位
川
が
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
異
動
前
の
と
こ
ろ
で
投
川
決
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
選
挙
公
報
と
入
場
券
の
配
布
〉

選
挙
公
報
は
遅
く
と
も
、
投
出
口

の
二
目
前
ま
で
に
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
場
合

は
、
投
間
以
日
の
一
週
間
ぐ
ら
い
前
ま

で
に
「
投
川
市
所
入
場
券
」
と
い
っ
し

ょ
に
、
区
長
さ
ん
を
迎
じ
て
お
配
り

す
る
予
定
で
す
。

選
挙
公
報
は
、
議
員
を
選
ぶ
際
の

た
い
せ
つ
な
資
料
で
す
か
ら
、
内
科

|川
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出生

死亡

婚姻

投
票
日
は
」

7
月
7
日
し

を
よ
く
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
以

い
ま
す
口
な
お
入
場
券
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理
委
口
会
へ

す
る
前
に
、
区
長
さ
ん
に
い
ち
ど
と

辿
絡
く
だ
さ
い
。

〈
立
会
演
説
会
〉

地
方
区
選
出
議
員
の
立
会
演
説
会

は
、
次
の
よ
う
に
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

立
会
演
説
会
は
、
〈
ム
候
補
者
の
政
川

を
い
ち
ど
に
聞
く
乙
と
が
で
き
、
こ

れ
を
比
較
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

拝
り
ま
す
か
ら
多
数
お
い
で
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
と

く
に
ど
婦
人
の
万
が
少
な
い
よ

う
で
す
か
ら
お
さ
そ
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

V
日
時

H
6
月

M
目
的
午
後
7

同
泊
分
か
ら

V
場
所
H
市
民
会
館
ホ
l
y

〈
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
〉

地
十
川
区
選
出
議
員
の
場
A
A
H

、
選
挙

運
動
川
ポ
ス
ク
l
は
、
ポ
ス
タ
ー
制

示
場
に
個
人
演
説
会
の
告
知
用
ポ
ス

タ
ー
と
合
わ
せ
て
掲
示
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
人
よ
凶
院
選
山
議
員
の
湯
合

は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
公
営
施
設
、

電
位
、
街
断
樹
な
ど
以
外
の
胤
設
の

管
問
者
か
、
所
有
名
の
承
諾
を
得
て

伺
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
泊

年
、
市
長
に
就

任
い
た
し
ま
し

て
以
来
凶
か
年

間
、
市
民
の
皆

様
の
深
い
と
迎

併
と
と
協
力
に
よ
り
、
待
望
の
国

鉄
、
地
鉄
線
の
}
l
i
l
i
-
-
i

山
梨
ル
山
中
業
な

〉

、

A

l

-

ら
び
に
新
市
庁

j

し
}
仁

合
組
設
な
ど
の

・

:

l

大

卒

業

の

完

成

市

長

引

を
み
る
こ
と
が
t
i
l
i
-
-
l
i

で
き
ま
し
た
こ
と
を
以
く
お
礼
申
し

ょ
げ
ま
す
。

ζ

の
た
び
の
山
長
選
挙
に
際
し
ま

し
て
は
、
出
版
方
の
あ
た
た
か
い
と

支
段
を
仰
ま
し
で
、
問
選
の
栄
に

m

し
、
再
び
市
政
を
判
当
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

不

在

者

投

票

投
裂
は
、
直
般
投
町
市
川
へ
行
っ
て

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う

な
即
山
で
当
H
投
以
所
に
行
け
な
い

と
き
は
、
不
任
者
投
出
に
よ
っ
て
貴

重
な
選
挙
権
が
行
使
で
き
ま
す
。

不
'
代
者
投
烈
を
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
不
花
引
山
説
明
訟
を
添
え
て
、

6
月
は
け
か
ら
7
月
6
H
ま
で
に
選
一

本
代
即
委
員
会
へ

、
投
川
以
川
紙
お
よ

一

び
不
在
投
票
問
封
筒
の
訪
求
を
し
て
一

く
だ
さ
い
。
こ
の
川
制
作
、
本
人
の
印

一

慌
が
必
裂
で
す
u

①
投
間
以
当
日
、
治
山
市
以
外
で
、
職

務
ま
た
は
業
務
に
従
中
巾
で
あ
る
と

き。
②
や
む
を
え
な
い
川
務
ま
た
は
事
以

の
た
め
、
投
川
信
i
目
、
向
山
内
作
市
以
外

へ
旅
行
ま
た
は
間
伐
巾
で
あ
る
と
き

-

③
病
気
や
け
が
、
紙
似
な
ど
の
た
め

一

歩
く
乙
と
が
非
常
に
川
聞
紙
で
、
投
出

当
日
、
投
烈
所
へ
行
け
な
い
見
込
み

一

で
あ
る
と
き
。

-

③
投
票
当
川
ま
で
に
、
当
市
以
外
に

住
所
を
移
し
た
と
き
。

今
後
は
過
去
凶
年
間
、
県
脆
づ
く

り
に
つ
と
め
ま
し
た
広
域
行
政
の
問

題
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、
新
議
会
と

一
致
協
力
し
、
ま
た
出
版
万
の
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
そ
の
尖
呪

に
努
力
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
地刈

多
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
重
要
事
業

l
i
l
l
ji
i

の

抗

進

を

は

か

〉

り
、
地
方
自
治

て

の
発
以
と
市
民

白

:

の

制

社

地

進

に

野

宗

雌

つ

と

め

、
明
る

j
i
j
i
l
)
;
く
住
み
よ
い
魚

津
市
建
設
に
献
身
努
方
い
た
す
所
行

で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
い
っ
そ
う
の
ご
折
場

ご
支
援
を
似
わ
り
ま
す
よ
う
お
聞
い

い
た
し
ま
す
。。
。

教
門
安
員
会
で
は
、
健
康
な
か
ら

だ
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
、
必
と

う
会
を
毎
月
第
一
日
曜
日
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
7
月
i
ロ
月

ま
で
の
コ
ー
ス
が
き
ま
り
ま
し
た
o

V
7
刀
7
円
H
上
市
町
大
岩

電
鉄
魚
沖
駅
l
上
市
ま
で
電
車
、

卜
山
l
大
山
打
開
を
歩
き
ま
す
。
帰
り

は
バ
ス
、
電
市
を
利
川
し
ま
す
。

V
8
月
4
日
H
宮
崎
海
岸

水
道
川
で

一

向
…
作
駅
l
れ
ま
で
れ
阜
、
泊
!
城

は
漏
水
を
な
-

山
以
跡
|
宮
崎
自
然
問
物
館
|
宮
崎

川

く
す
る
た
め
の
調
査
を
行
な
っ
て
い

一

加
山

I
R附
駅
ま
で
を
渉
き
、
川
り
川

i
l
l
t
l
i
l
i
a
-
-
I
l
l
1
1
は
れ
引
を
利
川
し
ま
す
。

川

:

一
V
9
月
1
日
リ
宮
野
山
公
園

千
七
百
人
が
参
加
し
て

-

日

電
鉄
魚
津
駅
|
桜
井
駅
は
電
車
、

川

体

操

祭

ひ

ら

く

桜

井

駅

|

阿

野

山

公

園

間

を

歩

き

ま

川

す。

川

円
本
体
操
祭
魚
津
市
大
会
は
、

5一

v
m月
6
日
H
小
川
湯
・
朝
日
小
屋
川

月
お
日
午
後
1
時
半
か
ら
市
営
吉
田

一

貸
切
バ
ス
で
小
川
元
湯
ま
で
行
き

川

グ
ラ
ン
ド
で
、
村
木

・
道
下

・
東
部

一

小
川
一
花
田
街
|
明
円
岳
の
ふ
も
と
に
あ

川

・
両
部
の
小
中
学
校
生
徒
と
婦
人
会
る
削
日
小
屋
ま
で
往
復
歩
き
ま
す
。

川

口
ら
あ
わ
せ
て
千
七
百
人
が
参
加
し

V
1
月
旧
日
H
御

影

・

桜

峠

川

て

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

電

鉄

魚

作

駅

l

小

川

寺

ま

で

バ

ス

川

徒
手
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、
市
民
小
川
寺
|
日
出
l
御
影
|
桜
峠
l
長
川

体
以
が
グ
ラ
ン
ド
い

っ
ぱ
い
に
く
り
引
野
l
小
川
寺
と
歩
き
ま
す

o
mり
川
生
後
六
か
月
以
上
の
市
民
全
員
を

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
や
は
バ
ス
を
刺
川
し
ま
す
。

川

対
象
に
し
て
日
本
脳
炎
の
予
防
接
何

バ
レ
ボ
l
y
少
年
団
の
演
技
も
披
鋭

V
ロ
月
1
日
H
体

力

テ

ス

ト

川

を
行
な
い
ま
す
。
と
く
に
乳
幼
児
や

さ
れ
ま
し
た
Q

(

写
真
は
山
部
中
一

↑

村
木
小
学
校
で
午
前
9
時
か
ら
正

川

老
人
が
か
か
り
ゃ
す
い
の
で
、
ぜ
ひ

作
山
女
の
「
若
い
方
」
の
演
技
)

一

午
ま
で
体
方
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

川

接
極
を
受
け
ま
し
ょ
う
o

は
じ
め
て

I
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
|
川

受
け
る
人
は
二
回
、
何
年
受
け
て
い

3
守
弁
。
ハカ
訪
日
日
邑

A
J-リ
ぃ1
1
1
川
斗

J
3

川

る
人
は

一
回
接
臨
し
ま
す
。
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J
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O
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金
リ
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に
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生
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六
か

シ
バ~日
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一
-F
…

¥
Lv系
一Jハ

11一一、一
戸

川

司
か
ら
一
歳
ま
で
四
十
円
、
一

歳
以

J
一一向
山口
ψ品
川

九

日

j
一一一
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2芯
一

E
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六
十
円
で
す
o

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
す
が
遅
れ
、
幼
山
が
大
き
く
な
っ
た
り
、川

校

下

一

回

二

回

場

所

る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
県
お
よ
び
有
大
発
生
の
場
合
ま
、
薬
剤
攻
和
を
し

川

6
月

6
月

l

i

-

-

-

-

上

野

刀

3

白

川

日

小

学

校

で
は
、
5
i
9
月
ま
で
を
防
除
問
住
ま
す
。
梨
到
に
は
デ
イ
プ
テ

レ
ッ
ク
川

川

松

愈

4

日

日
日

小
学
校

と
定
め
、
円
主
的
防
除
に
よ
っ
て
段
ス
剤
の
千
i
千
五
百
倍
阪
が
有
効
で

川川

坪

野

4

日

け

日

分

校

械
を
期
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
す
。

u-川

山

女

6

日

目

日

分

校

で
、
ど
家
嵯
で
は
家
の
ま
わ
り
の
制

・
被
告
樹
木
を
発
比
さ
れ
た
ら
、
た
戸
l

、、

川

村

木

印

日

行

同

小

学

校

木
に
注
立
し、

被
苫
を
受
け
て
い
た
ち
に
市
川
民
所
農
政
課
へ
と
述
給
附
似
し

山

画、

「

1
|

〕

!

と

;

;
!

;

!

:

:

 

ら
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
ま
す
。
防
除
す
る
薬
剤
を
川
遣
し
て

川

メ

同

一

に

E

到
し
は
J究
会

ι自

-

川

泊

下

ロ

目

別

日

小

学

校

〈
防
除
の
方
法
〉

お

り

ま

す

か

ら

欣

和

さ

れ

る

人

は

、

川

回

ロ

目

別

日

公

民

飢

樹
木
の
葉
が
く
も
の
県
状
こ
な
っ
こ
引

I
く
ピ
さ

ρ
。

川

ψm

i

l

l
i
-
-

ぃI
r
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
3

本

江

引

日

お

日

公

民

館

て
い
た
り
、
食
い
荒
さ
れ
て
巨
く
材

一

内

職

の

こ

と

な

ら

一

川

;

7月

れ
て
い
る
も
の
は
、
乙
の
紗
円
を
受

一

内

職

相

談

コ

ー

ナ

ー

へ

一

川

部

日

3

H

け
て
お
り
、
幼
以
が
密
集
し
て
い
ま

一
毎
週
月

・
水

・
合
間
旧
日
午
前
9
時

一川

お

日

3

U

す
か
ら
切
り
取
っ
て
焼
き
捨
て
る

一
か
ら
午
後
3
W
ま
で
、
市
役
所
尚

一川

幻

日

4

日

A
・52

叶
J
u
j
u

-

工
水
産
諜
内
で
ひ
ら
い
て
い
ま
す

一川

か
、
足
で
す
り
つ
ぶ
し
ま
す

F
L
一

一

u

幻

日

4

H

3
1
J
1
J
L
Y
〉

1

1

1

7
L
 

7
日
ま
で
何
十
凶

氷
迫
週
間
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

水
道
は
、
今
日

で
は
口
市
牛
析
を

日
む
上
で
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も

の
に
な

っ
て
い
ま

す
。
位
年
戊
末
に

一

お
け
る
木
市
の
給

水
人

μ
は
二
万
六

千
百
六
十
五
人

で
、
水
道
普
及

来
は
七

O
杭
に
達

し
、
乙
乙
十
年
間
に
ゃ
く
こ
れ
と
な

-

り
、
全
国
平
均
の
七
五
引
い
に
だ
い
ぶ

-

近
づ
き
ま
し
た
u

水
道
局
で
は
、
乙
の
組
問
中
、
パ

ッ
キ
ン
グ
の
取
り
約
一
え
な
ど
附
払
な

修
繕
を
抑
制
刊
で
い
た
し
烹
一す
。
ま
た

そ
の
ほ
か
、
水
道
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
か

ら
せ
い
ぜ
い
ど
利
川
く
だ
さ
い
。

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
乙
の
制
在
は
、
同
じ
系
統
の
配

ぷ
刊
を
し
ゃ
断
し
て
点
検
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
水
道
官
に
つ
い
て
い
る

亦
さ
び
な
ど
が
水
に
混
入
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
乙
の
状
態
は
短
川
聞

で
削
似
し
ま
ず
か
ら
乙
ん
な
と
き
は

蛇
い
を
ひ
ね
っ
て
、
し
ば
く
放
水
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
出
い
ま
す
。

IIÄ~li~1I 11総111縛111網111崩l
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L 
7
i
ロ
月
の
コ

l
ス

水
道
の
漏
水
調
査

-

新
婚
尚
子
級

は

じ

ま

る

円
余
低
生
活
の
釘
一
訟
を
ふ
み
だ
さ

れ
た
新
婚
の
人
を
刻
象
に
、
侍
凡
の

第
二
日
眼
目
に
新
附
学
級
を
ひ
ら
き

ま
す
。

マ
新
川
川
学
級
H

6
月
9
口
(
日
)

午
後
l
附
か
ら
4
W
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所
釘
三
会
設
出

マ
学
級
内
容
H
「
家
族
計
画
の
考
え

一

方
と
妊
阪
の
し
く
み
」
、
「
妊
娠

一

に
お
け
る
健
康
上
の
心
仰
と
さ
け

一

た

い

人

工

灯

似

中

絶

」

一

韓謹整額魁窪翠

六
歳
未
満
の

結
核
予
防
接
種

該
当
者
は
間
利
幻
年
4
円
2

日
か
ら
位
年
ロ
円
引
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

居
一
ミ
ッ
ベ
山

y
リ

R

O

G

-

-
庁

6

b
伊

「

l

y
注

射

日

終

組

H
q
-
H
h

6
月

6
月

経

山

3

1

5

U

公

民

館

道

下

3

H

5

日

小

学

校

本

江

4

日

6

日

公

民

問

加

積

4

日

6

日

公

民

館

古

山

熊

げ

日

日

日

分

校

白

倉

お

日

幻

日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
i
2
時

大
町
・
村
木
校
下
は
、
6
月
5
日

と
7
日
に
行
な
う
予
定
で
し
た
が
、

祭
机
の
た
め
中
止
し
て
8
月
に
実
刷

v
レ・ます
y
o

日
本
脳
炎
の

予

防

接

種

J
T
4

，.2J.hu門
4

m
r
h川
M
川

戸
い
¥
山
中

=

ノ

土

T

L
T'

司

la

、

l
l
'

「
v
y

H

U

2

5

4

 

・判
H

N

t

位

小小小 小
学学字学
校校校 校

離
乳
食
の
講
習
会
は
、
毎

月
第
四
金
曜
日
に
魚
山
保
健

所
で
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

乙
と
し
は
生
後
四
か
月
か

ら
六
か
凡
ま
で
と
、
生
後
七

か
月
か
ら
一
年
ま
で
の
二
つ

に
分
け
て
離
品
食
の
実
習
を

行
な
い
ま
す
。

マ
6
凡
の
講
習
会
H
6
月
お
日
(
金
)

午
前
日
時
か
ら
日
時
叩
分
ま
で
、

白
山
保
健
所
栄
養
室
で
。

・
生
後
四
か
刀
か
ら
六
か
月
ま
で
を

刈
象
に
し
た
尖
習
を
行
な
い
ま

す。
自~f乳食の誌習会

可

a同
月

可
・
同
川

住

吉

2
日

目

は

小

学

校

上
山
中
島
3
円
叩
日
小
学
校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
2
時

品

?
?
~
v
b
予

防

接

種

満
三
歳
か
ら
純
一
ハ
十
歳
ま
で
の

f

を
対
象
に
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ

ス
の
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
。
は

じ
め
て
接
部
さ
れ
る
人
は
三
凶
、
毎

年
受
け
て
い
る
人
は
一
同
受
け
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
口

校

下

一

回

二

回

三

回

6
月

6
月

6
月

山

倉

4

日

目

日

住

吉

川

日

間

日

釘

日

[
-
中
島
昨
日
引
口
お
日

可

a
良

川

町

a同
月

Mm
倉

m

H

3

白

川

日

道

下

幻

日

4

日

日

日

経

由

幻

日

4

日

日

日

円
4
同
月

利

木

5

日

刊
日

間

日

大

町

5

日

ロ

日

目

日

上

野

刀

5

日

ロ

日

目

白

場
所
は
い
す
れ
も
小
学
校
で
、
受

け
付
け
時
間
は
午
後

l
i
2
時
で

す
。
仙
の
校

F
は
次
号
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
D

な
お
、
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
肌
管

系
の
人
、
妊
婦
、
ア
V
N
ギ

1
体
質

の
人
、
病
後
一
以
弱
者
な
ど
は
、
接
種

を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

毎
週
水
曜
日
は

健
康
相
談
日
で
す

市
で
は
毎
週
水
眼
目
に
健
康
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
病
気
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
ど
な
た
で
も
利
川

で
き
ま
す
。

マ
利
談
日
H
H
6
刀
5
u
・
ロ
日

・
旧

日

・
お
日
午
前
川
町
i
午
後
3
附

マ
以
所
H
H
市
役
所
保
促
室
(
一
階
)

〈
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
〉

6
月
は
ゆ
臼
午
後
1
附
か
ら
3
附

ま
で
山
紋
所
保
健
室
で
行
な
い
ま

す
。



新
し
い
議
員
に
よ
る
初
の
市
議
会
は
、
6
月

お
日
ひ
ら
か
れ
、
正
問
議
長
お
よ
び
常
任
委
員

な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
国
保
会
計
補
正
予
餌
ほ

か
二
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

( 2 ) 

マ まが島議作に果投つ高IJ

長 11員員常し選正長氏 i;yJ、京 い 議 ま
O委(会任たば敬に 、野議のて長ず
11 員。委委 。れ 氏 右 副 治 長 結 は に IE

正副議長きまる
3議案を可決

43. 6. 1 

り議 会 だ よ

ヘと

報

副
委
員
長
)

・
総
務
委
員
会

U
O久
保
田
邦

一

O

河
崎
直
治
、
窪
田
杉
次
郎
、
佐
伯
新

作
、
宮
内
孝
成
、
宮
島
竹
二
、
若
島

正
敬

・
建
設
委
員
会

H
O
小
坂
作
次
郎

O

黒
崎
間
作
、
河
崎
浅
之
助
、
横
山
喬

石
川
庄
之
助
、
大
島
信
夫
、
長
谷
川

作
次
郎
、
吉
井
正
男

・
産
業
経
済
委
員
会

H
O巾
尾
政
一

、

O
肖
慶
平
之
丞
、
大
久
保
松
治
、
後

藤
広
作
、
中
島
甚
平
、
古
田
甚
職
、

山
松
啓
一

、
中
島
清

-X
教
厚
生
委
員
長

H
O
野
崎
栄
古
、

O
本
田
友
次
郎
、
間
保
金
作
、
花
同

期
文
、
伊
藤
甚
一

、
伊
東
直
二
、
朝

野
治
作

マ
ま
た
、
議
会
選
出
の
股
査
委
員
に
宮

島
竹
二
氏
を
、
県
都
市
計
画
地
方
審

議
会
委
員
に
窪
凶
杉
次
郎
、
河
崎
浅

之
助
、

花
岡
京

文
、
横

山
脅
、

石
川
庄

之
助
の

五
氏
を

選
ぴ
ま

3

レ
た
。

マ
何
年
度

国
保
会
計

補
正
予
算

議長

i;ifl野治作氏

副議長

若島正敬氏

i忘

一掃
県
ト

?管3掌

八
6
月
は
第
一
期
分
の
納
期
で
す
〉

刊
年
度
の
市
県
民
税
は
6
月
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に
な
り
ま
す

が
、
第

一
期
分
の
納
税
通
知
書
は

6

月
中
旬
に
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に

お
届
け
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
市
民
税
は
、
市

の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
当

初
予
算
で
一
億
六
千
八
百
万
円
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
市
税
全
体

の
三
八
軒
を
し
め
て
い
ま
す
。

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
地
万
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
諸
控

除
額
が
引
上
げ
ら
れ
、
い
く
ぶ
ん
税

が
安
く
な
り
ま
し
た
υ

こ
の
減
税
額

は
市
民
税
で
千
八
百
万
円
、
県
民
税

で
六
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

八
昨
年
と
比
較

v

q
年
中
の
所
得
額
が
七

O
万
円

(

給
与
所
得
の
場
合
、
給
与
所
得
控
除

後
の
金
額
)
の
人
で
、
安
と
市
歳
、

日
歳
、
ロ
歳
の
三
人
の
子
ど
も
と
、

社
会
保
険
料
二
八
、
二
五

O
円
、
生

命
保
険
料
三
七
、

0
00
円
あ
る
場

合
の
市
県
民
税
は
、

V
市
民
税
H
一
O
、
五
三

O
円

V

県
民
税
H
六
、

O
二
O
円

V
合
計

日
一
六
、
五
五

O
円
と
な
り
、
乙
れ

を
昨
年
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、
市

民
税
で
二
、
二
三

O
円
、
県
民
税
で

魚第 3種郵便物認可

一
、

O
六

O
円
、
あ
わ
せ
て
三
、
二

九

O
円
安
く
な
り
ま
す
。

八
市
県
民
税
の
納
期
限

V

V
第
一
期
日
7
月
1
日

V
第
二
期

H
8月
引
日

V
第
三
期

H
m月
引

日

V
第
四
期
H
1
月
引
日

ま
た
、
会
社
の
給
料
か
ら
差
し
引

か
れ
る
特
別
徴
収
は
、
6
月
か
ら
来

年
3
月
ま
で
十
回
に
わ
け
で
納
め
て

い
た
だ
く
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

位
年
度
の
同
氏
健
康
保
険
会
計
に

お
い
て
、
療
養
費
が
非
常
に
ふ
え
、

六
百
八
十
三
万
円
の
不
足
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
乙
の
不
足
簡
を
刊
年

皮
予
算
に
、
過
年
度
療
養
給
付
金
と

し
て
補
正
し
て
支
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
う
財
源

は
、
全
街
、
国
庫
支
出
金
で
ま
か
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ

い

つ

議

長

朝

野

治

作

こ
の
た
び
、
は
か
ら
ず
も
市
議
会

議
長
の
臓
に
選
ば
れ
ま
し
た
乙
と

は
、
ま
こ
と
に
光
栄
と
存
ず
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
、

そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
せ

っ
か
く
の
ご
推
挙
に
甘
ん
じ
て
お
引

き
受
け
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
上
は
、
職
責
の
重
大
ほ
こ
と

を
自
覚
し
、
明
朗
な
市
政
と
、
誠
実

な
議
会
運
蛍
を
は
か
る
と
と
も
に
、

つ
と
め
て
世
論
を
傾
聴
し
て
、
み
な

さ
ん
の
声
を
議
会
に
反
映
す
る
よ
う

努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
み
な
さ
ん
、
心
か

ら
な
る
と
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

え」

児童愛護手当を支給

第4子以下に2千円

申
請
は
6
月
叩
固
ま
で

県
で
は
、
乙
と
し
か
ら

年
額
二
千
円
の
児
童
愛
護

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
支
給
さ
れ
る

の
は
義
務
教
育
終
了
前
の

第
四
番
目
以
下
の
児
童
の

保
護
者
で
、
引
き
続
き
県

内
に
一
年
以
上
居
住
し
て

い
る
人
で
す
。
ま
た
、
第

四
子
に
該
当
す
る
養
子
も
含
ま
れ
ま

す
。
該
当
者
は

6
月
叩
日
(
月
)
ま

で
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
受
給
資
格

認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙
|

3 
日

16 ( 
日

任
期
満
了
に
と
も
な
う
魚
津
駅
前

地
区
土
地
区
画
格
理
審
議
会
委
員
の

選
挙
は
、
7
月
日
日
に
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
こ
の
選
挙
に
川
い
る
名
簿
を

次
の
よ
う
に
お
み
せ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
名
簿
に
は
、
5
月
初

H
現
在

の
地
区
内
の
宅
地
所
有
者
お
よ
び
借

地
権
者
が
廷
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
縦

覧
は
、
6
月
3
日
か
ら

6
月
日
日
ま

で
都
市
計
画
課
で
行
な
い
ま
す
。
時

間
は
毎
日
午
前
8
時
叩
分

i
午
後
5

時
ま
で
で
す
。
出
金
識
も
れ
に
な
っ
た

り
、
誤
秘
ま
た
は
相
続
証
明
な
ど
の 名

簿

を

縦

覧

異
議
申
し
立
て
は
、
こ
の
期
間
中
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

V
宅
地
所
有
者
、
借
地
権
者
が
死
亡

し
て
い
る
と
き
。

-
そ
の
権
利
を
相
続
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
戸
籍
謄
本
な
ど
を
添
え
、

こ
の
期
間
内
に
申
し
立
て
を
し
た
場

合
に
限
り
、
相
続
者
に
選
挙
権
、
お

よ
び
被
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
ま
す

0

・
相
続
人
が
二
人
以
上
の
場
合
は
、
そ

の
相
続
者
の
代
表
者

一
名
を
選
任

し
、
届
け
出
な
け
れ
ば
投
裂
で
き
ま

せ
ん
。

・
相
続
者
が
こ
れ
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ

事
¥
〈

3

7月
1
日
か
ら
み
な

ct

さ
ん
の
差
し
出
さ
れ

る
郵
便
に
、
あ
て
先
の
住
所
氏
名
と

い
っ
し
ょ
に
、
そ
の
地
域
の
郵
便
薪

号
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
赤
い
わ
く

を
印
刷
し
て
あ
る
封
筒
や
は
が
き
が

売
り
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
郵
便

帯
号
を
書
き
い
れ
る
た
め
の
糊
で

す。
郵
便
を
差
し
出
さ
れ
る
と
き
は
、

ま
ず
自
分
の
住
所
に
も
郵
便
番
号
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
相

手
方
の
人
が
返
事
を
書
く
と
き
に
便

利
で
す
。

魚
津
郵
便
局
で
は
、

「
郵
便
需
号

待
」
の
家
嵯
版
を
各
ご
家
庭
へ
無
料

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
6
月
山

年
金
・
恩
給

一

相
談
所
ひ
ら
く

一

日
・
叫
日
金
屋
町
で

県
で
は
、
国
民
年
金
の
乙
と
や
、

厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
恩
給
な
ど

に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に

応
ず
る
た
め
次
の
よ
う
に
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

当
日
は
、
県
国
民
年
金
課
、
保
険

課
、
社
会
福
祉
課
、
魚
津
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
の
係
員
が
出
向
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
年
金
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
乙
と
を
十
分
き
き
ま
し

ょ
《
ノ
ロ

マ
日
時

H
6
月
日

・
凶
日
午
前
9
附

初
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

マ
場
所
H
金
屋
町
、
沢
井
花
応
付
近

地
区
内
に
所
有
地
を
持
っ
て
い
る
場

合
は
、
相
続
に
も
と
ず
く
選
挙
権
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

相
続
者
の
う
ち
一
人
以
上
が
地
区
内

に
権
利
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
、
選

一

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
乙
の
場
合
の
代

一

表
者
は
地
区
内
に
権
利
を
持
っ
て
い

一

て
も
い
な
く
て
も
梢
い
ま
せ
ん
。

一

V

宅
地
共
有
者
の
代
表
者
選
任
届
H
-

宅
地
の
共
有
者
、
ま
た
は
此
ハ
同
借
地

一

権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ち
か
ら
代

一

表
一
人
を
選
任
し
て
届
け
出
な
け
れ

一

ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

V
法
人
の
選
挙
権
の
行
使
指
定
者
の

一

届
け
出
H
選
挙
人
が
法
人
で
あ
る
と

一

き
は
、
そ
の
法
人
が
指
定
す
る
「
証

一

明
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
投
架
で

-

き
ま
せ
ん
o

一
日
ご
ろ
ま
で
に
令
部
終
わ
る
予
定
で

す
。
も
し
届
か
な
い
と
家
庇
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
郵
便
局
窓

μ
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
る
郵
便
貯
金

み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
郵

便
貯
金
は
、
市
や
公
庫
、
公
団
な
ど

に
貸
し
出
さ
れ
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

郵
似
貯
金
は

マ
国
が
預
り
ま
ず
か

ら
・:
安
全

マ
全
国
ど
と
の
郵
似
局

で
も
利
用
で
き
ま
す
か
ら
・・・
便
利

マ
利
子
が
高
い
の
で
・:
有
利

マ
財

産
が
誰
に
も
知
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
・:

秘
密

マ
税
金
の
ど
心
配
が
い
り
ま

せ
ん
:・
無
税
の
五
つ
の
特
長
が
あ
り

ま
す
。

ハ
魚
津
郵
便
局
)

寄

付

一
万

円

出

丸

町

米

岡

三

郎

五

千

円

釈

迦

堂

大

島

英

夫

五

千

円

岡

仏

間

松

本

与

三

古

三

千

円

下

村

木

町

田

島

健

治

(
以
上
香
典
返
し
の
一
部
を
)

一

千

円

上

村

木

政

二

庄

吉

社
福
援
護
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
む

こ

万

円

神

明

阿

木

下

幸

宏

教
育
振
興
費
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

魚
津
轡
祭
暑
で
は
、
魚
津

一

神
社
祭
机
の
た
め
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、

4
i
6

日
に
わ
た
っ
て
中
央
通
り
、

文
化
町
通
り
な
ど
で
、
例
年

の
と
お
り
車
州
の
通
行
制
限

を
行
な
い
ま
す
。

火
の
元
に
注
意

ま
た
祭
机
巾
乙
の
地
区
に

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
消

防
車
が
通
行
で
き
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
消
火
作
業
が
困

難
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
に
火
の
元

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

中央通りなど車両通行制限

請
求
手

続
き
の
す

ん
で
い
な
い
人
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
十
五
名
が
交
付
認
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

引
揚
者
特
別
交
付
金

東
山
橋
が
完
成

待
望
の
永
久
橋
に

県
道
小
川
寺
横
枕
線
の
片
貝
川
に

か
か
っ
て
い
る
東
山
橋
は
、
木
橋
で

老
朽
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
県
で
は

引
年
刊
月
か
ら
氷
久
橋
に
架
け
替
え

す
る
工
事
を
い
そ
い
で
い
ま
し
た

が
、
近
く
完
成
し
ま
す
。
新
し
い
橋

は
延
長
百
五
十
討
、
幅
員
六

M
の
り

っ
ぱ
な
も
の
で
、
東
山
部
落
ま
で
の

交
通
の
使
が
よ
く
な
り
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
n
総
工
費
は
八
千
八
百
万
円
。

(
写
真
H
永
久
椛
に
な
っ
た
東
山
橋
)

!国:
i鉄;
j魚:

!津:
;駅:

一
上
り
列
車
の
乗
降
は

一
下
り
ホ

l
ム
で

国
鉄
の
第
三
次
長
期
計
画
に
よ
る

近
代
化
の
一
つ
と
し
て
、
魚
津
駅
を

中
心
に
複
線
化
工
事
や
貨
物
設
備
の

移
設
、
駅
構
内
の
改
良
工
事
が
叩
月

1
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
目
標
に
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
律
駅
構
内
の
改
良
工
部
は
、
現

在
の
上
り
ホ
l
ム
を
一
部
乙
わ
し

て
、
列
車
の
着
発
す
る
線
路
を
も
う

一
線
増
設
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
上
屋

の
建
て
替
え
を
す
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め

6
月
1
日
か
ら

8
月
8
日
ま
で
、
富
山
万
面
行
き
の

上
り
旅
客
列
車
の
乗
降
は
、
下
り
ホ

ー
ム
(
陸
橋
を
渡
り
二

l
三
番
の
り

ば
)
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
願
い
ま
す
。

こ
れ
は
輸
送
力
を
増
強
し
、
安
全

で
速
く
、
便
利
な
鉄
道
に
す
る
た
め

の
工
事
で
、
た
い
へ
ん
と
不
便
や
と

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

(国
鉄
魚
津
駅
)

十
勝
沖
地
震
災
害

義
援
金
受
け
付
け
中

市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、
み
な
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
義
援
金
を

6
月
げ

日
(
月
)
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
勝
手
で
す
が
現
金
だ
け
を
・
取

り
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11 

ぁ
ゅ
の
解

禁
近
づ
く

11 

待
望
の
あ
ゅ
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
呉
東
内
水
面
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
角
川
、
布
施
川
の
解

禁
を

6
月
日
日
午
前
4
時
に
予
定

し
、
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
し

い
ま
す
。

「
許
可
証
」
は
、
1
日
か
ら
同
組

合
で
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
料
金
は

角
川
、
布
施
川
の
各
河
川
ご
と
に
、

毛
針
釣
り
は
二
百
五
十
円
、
毛
針
と

長

マ
日
制
位
H
電
鉄
魚
津
駅
l
寺
削
l
千

寿
ケ
原
|
室
堂
|
み
く
り
が
池
荘

で
一
伯
、
翌
日
は
立
山
登
頂
|
室

堂
|
千
寿
ケ
原
|
電
鉄
魚
津
駅

マ
会
費
h
N
宿
泊
、
交
通
費
を
含
め
千

六
百
円
、
ほ
か
に
米
七
百
五
十
号

参
加
者
の
打
ち
合
わ
せ
会
は
、
6

月
却
日
ハ
木
)
午
後
6
時
か
ら
図
書

館
で
行
な
い
ま
す
。

市
教
委
で
は
、
乙
と
し
成
人
式
を

迎
え
ら
れ
た
人
を
対
象
に
、
富
山
県

の
象
徴
で
あ
る
立
山
へ

、
集
団
笠
山

す
る
乙
と
に
し
ま
し
た
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
6
月
山
日
(
土
)

ま
で
市
教
委
、
社
会
教
育
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
登
山
期
日

1
6月
幻
日

J
M
日

マ
人
員
H
六
十
名

友
釣
り
併
則
の
場
合
三
百
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
毛
針
を
楽
し
ま
れ

る
人
の
た
め
に
、
7
月

2
日
ま
で
友

釣
り
お
よ
び
各
種
網
な
ど
使
用
で
き

な
い
区
域
が
次
の
よ
う
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

・
角
川
H
国
道
八
号
線
の
橋
か
ら
上

流
四
百
五
十

M
の
区
間

・
布
施
川

h
地
鉄
本
線
鉄
橋
か
ら
下

流
四
百

M
の
区
間

な
お
、
共
同
漁
業
権
の
な
い
河
川

で
釣
り
を
さ
れ
る
人
は
、

「
あ
ゆ
採

捕
届
出
済
証
」
を
市
商
工
水
産
課
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
民
交
通
傷
害
保
険

4
月
か
ら

実
施
さ
れ
た

は
じ
め
て
適
用

乙
の
保
険
に

は
や
く
五
千
二
百
人
が
加
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
江
口
土
井
正
孝

さ
ん
が
交
通
事
故
で
死
亡
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
見
舞
金
五
十
万
円
が
家
族

に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

万
一
の
場
合
に
そ
な
え
傷
害
保
険

に
加
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
じ

県
な
ど
主

催
で
、
肢
体

の
不
自
由
な
身
障
者
を
対
象
に
国
立

山
中
病
院
で

7
月
1
日
か
ら

5
H
ま

で
温
泉
療
養
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
希

望
者
は

6
月
日
臼
ま
で
本
新
本
元
時

計
庖
へ
五
百
円
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

マ
資
格
H
身
障
手
帳
を
持
つ
肢
体
不

自
由
者
と
付
き
添
い
介
護
者

マ
経
費
リ
副
食
費
千
六
十
円
、
米
二

・
四
話
、
健
民
診
断
料
五
百
円
、

マ
人
員
H
介
護
者
を
含
め
十
九
名

県
身
体
障

身
障
者
更
生
相
談
会

害
者
更
生
相

談
所
で
は
、
身
障
者
更
生
の
た
め
の

助
言
や
指
導
を
を
す
る
た
め
、
相
談

会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
日
時

H
6月
間
日
(
水
)
午
前
日

時
叩
分

i
午
後
3
時
叩
分

マ
場
所
リ
魚
津
保
健
所
診
察
室

マ
相
談
事
項
H
H
身
障
者
手
帳
、
補
装

具
、
職
業
、
医
療
の
各
相
談

情
緒
障
害
や
、

心
身
障
害
児
の

J児
童
問
題
な
ど
に

合
同
巡
回
相
談

つ
い
て
、
相
談
の

機
会
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
診

断
、
治
療
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
た

め
、
相
談
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
ず
か
ら

ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
6月
お
日
(
金
)
午
前

9

時
加
分

t
午
後
3
時
叩
分

マ
場
所
H
H

魚
津
・
中
央
公
民
館

身
障
者
の
温
泉
療
養

魚
津
サ
イ

ク
リ
ン
グ
協

会
が
主
催
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

宇
奈
月
公
園
ま
で
を
往
復
す
る
や

く
五
十
キ
ロ
の
コ
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